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神戸市兵店区の南禅寺派窓林寺は新築中だったが、本堂、賑裡ともに全壊した

庫
裡
、
山
門
な
ど
全
壊
状
態
の
浄
工
宗
願
成
寺

（
神
戸
市
兵
庫
区
）
は
、
避
難
住
民
に
本
堂
を

開
放
、
賑
裡
の
一
部
を
霊
安
室
と
し
て
提
供
し

て
、
境
内
で
炊
き
出
し
奉
仕
を
行
な
っ
て
い
る

戻
令

E＃
翌
批

i-． 
r-第
四
報

兵
庫
区
荒
田
町
の
曹
洞
宗
永
昌
寺
は
本
堂
や
山
門
が
傾
き
（
写
哀
R
)
ヽ
庫
裡
（
写
真
⑤

は
内
部
）

は
倒
壊
寸
前
の
危
険
な
状
態
に
あ
る
。
安
藤
匠
治
住
味
は
「
寺
を
護
る
た
め

避
難
所
に
は
行
き
ま
せ
ん
」
と
法
友
や
近
隣
の
人
た
ち
の
救
援
物
資
で
し
の
い
で
い
る

..s 

ニ邑髯三一声一
て

ヽ
～ --ご．． 

ミ

「
兵
鳳
大
仏
」
で
名
高
い
兵
庫
区
の
天
台
宗

.9では
本
鵞
が

9寸
胄
の
櫨
書
を

!‘io'n・
儡
だ
っ
た
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つ
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い
る
一
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分
が
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日
赤
に
救
援
金

百
万
円
を
寄
託

白
光
真
宏
会

白
光
真
宏
会
（
匹
図
寺
届
英
会

長
、
本
部
＂
千
菜
賑
市
川
市
中
国

分
）
は

「兵
血
眼
南
部
地
展
」
の

大
き
な
被
害
が
伝
え
ら
れ
た
災

に
、
兵
廊
限
、
大
阪
府
、
京
都
府

に
在
生
の
メ
ン
バ
ー
の
安
否
の
確

認
。
当
初
は
咀
話
回
線
が
ふ
さ
が

っ
て
連
絡
が
と
れ
な
い
状
態
だ
っ

た
が
、
現
地
の
メ
ン
バ
ー
同
士
が

連
絡
を
取
り
合
い
、
建
物
の
被
密

は
あ
っ
た
も
の
の
メ
ン
バ
ー
ほ
ぼ

全
貝
の
安
全
を
本
部
へ
伝
達
し

た
。
同
会
は
被
災
考
救
祖
の
た
め

救
扱
金
百
万
円
を
日
本
赤
十
字
社

に
窃
託
し
た
。

一
刻
も
早
く

現
地
慰
問
を

解

脱

会

特
に
多
く
の
被
害
者
を
出
し
た

神
戸
市
に
七
支
部
を
持
つ
解
脱
会

（
岡
野
聖
法
法
主
、
東
京
都
新
宿

区
）
は
、
ナ
九
日
午
前
の
時
点
で
、

被
災
地
と
の
連
絡
が
思
う
ま
ま
に

取
れ
ず
、
被
笞
状
況
の
把
掘
が
困

難
な
段
階
。
火
災
が
多
発
し
た
長

田
区
に
は
、
会
員
八
百
人
が
所
屈

す
る
神
戸
中
央
支
部
（
中
山
数

一

支
部
長
）
が
あ
る
が
、
解
脱
会
本

部
に
入
っ
た
連
絡
に
よ
る
と
、
江

物
の
阻
限
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
類

焼
も
免
れ
て
い
る
と
い
う。

援
助
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
は

検
討
中
で
、
取
り
あ
え
ず
は

「一

刻
も
早
く
現
地
入
り
し
て
お
児
舞

い
し
た
い
」
（
村
山
正
幸
総
務
部

長
）
と
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
宗
教

施
設
被
害
状
況

そ
の
他
の
宗
教
施
設
の
状
況
は

次
の
通
り
。

▽
天
理
教
兵
神
大
教
会
（
神
戸

市
須
磨
区
）
＂
教
会
の
槌
が
姻
れ

た
▽
P
L教
団
須
瑕
教
会
（
神
戸

市
須
尼
区
）
＂
教
会
の
壁
が
艇
れ

た
▽
円
応
教
（
兵
血
漿
氷
上
郡
山

欝

）

11本
部
の
被
害
は
な
か
っ

た
が
、
県
内
に
あ
る
七
、
八
教
会

の
屋
根
瓦
が
落
ち
た
▽
妙
逆
会

（
大
阪
市
天
王
寺
区
）

11本
部
の

被
笞
は
特
に
な
か
っ
た
▽
ト
ゥ
ル

ー
ス
教
（
大
阪
府
吹
田
市
）

11本

部
の
被
宙
は
特
に
な
か
っ
た
。
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神戸市灘区国玉通の曹洞宗海蔵寺は庫裡⑤新築中を被災。境内の

地蔵像などが倒れたが、原田隆一住商は救援活動に奔走している

日本でただ一つのイスラム教モスク、神戸回

教寺院＝中央区＝は壁が崩落、ムスリム（信

者）の老帰人らが集まり後片付けをしていた

直應芦
は市

嘉委乱
く全区
火壊の
の‘山
手底側

: ; i m ,.,、I／ノ
男胃胃
レl....fT 
lあ守
ジる寺
で同＾
避寺消
難を‘
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兵庫区会下山町の高台にある本門佛立宗の本法寺は大伽藍

の外形をとどめているが本堂・庫裡の内部は損傷が激しい

中央区・庶耶山麗の高台にある曹洞

宗歓喜寺は石柱が倒れただけ．しか

し22日は降雨で緊急避難命令が出た
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兵庫区の法華宗本門流本光院（藤村隆秀住職）は、

本堂半壊、二階建ての庫裡は一階部分がつぶれて

平屋のようになり、住職らは現在テント生活中だ
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る被害で

区の法草宗本門流久遠寺（岡本

には、兵庫地区の救護対策本部が置かれ



： 
神
戸
市
中
央
区
の
日
置
宗
本
妙
院
（
大

塚
詮
住
職
り
兵
置
貝
只
部
宗
務
所
長
）

は
H
塁
量
咀

．

gこ
蔓
書
を
曼
け
、

gに
働
＇
量

・
零
量
竃
ヒ
・
重
し
た

‘r 

e且
g

デミ璽神戸市兵庫区の日還宗法華寺（内藤慈宣住職）は本堂が全壊

し、屋根だけがかろうじて原形を留めている。 「朝勁がもう

少し早ければ私も下敷きになっていたでしょう」と内藤住商

新
神
戸
駅
か
ら
一
＿
＿
筋
下
っ
た
角
に
あ
る
中
央
区
の
苔

洞
宗
東
福
寺
は
外
塀
が
崩
れ
（
写
真
〶
）
‘
六
本
柱
の

鐘
楼
堂
は
足
が
外
れ
て
倒
れ
る
寸
前
（
写
哀
R
)
。

総
檜
づ
く
り
の
見
亭
な
本
堂
も
、
歪
ん
で
し
ま
っ
た

◇
…

世

界

救

世

教

…
◇

世
界
救
世
教
（
川
合
畑
明
総
長
）
援
助
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。

は
酔
岡
漿
熱
海市
の
教
団
本
部
に
被
災
地
に二
千
世
帯
•
四
千
人

地
震
災
害
の
対
策
本
部
（
川
合
典
い
る
ほ
徒
の
う
ち
、
二
十
四
日
現

範
本
部
長
）
を
設
溜
。
と
り
あ
え
在
、
死
者
士
二
人
、
負
傷
者
四
十

ず
激
し
い
被
害
の
あ
っ
た
神
戸
市
二
人
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
倒
壊

•

西
宮
市
・
尼
崎
市
な
ど
に合計

一
千
五
十
万
円
を
贈
り
、
順
次
、

各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
扱
金
を

届
け
る
方
針
で
、
棗
終
的
に
は
五

千
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

大
阪
府
箕
面
市
の
M
O
A北
大

阪
に
対
策
本
部
事
務
局
（
賣
任
者

・
大
野
慎

l
M
O
A関
西
代
表

を
置
き
、
償
徒
の
被
害
状
況
の
把

霧
に
全
力
を
尽
く
す
と
と
も
に
、

I・
市
民
へ
の
賽
賣
的
な

や
火
災
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
信

徒
宅
は
約
百
軒
に
及
ぶ
と
い
う
。

同
享
務
局
に
は
、
飲
料
水

・食

糧
•
生
活
必
需
品
な
ど
の
救
扱
物

資
が
集
稜
さ
れ
、
各
地
か
ら
集
ま

っ
た
若
手
の
メ
ン
バ
ー、

専
従
良

を
中
心
に
百
五
十
人
が
物
資
の
仕

深
見
教
祖
現
地
入
り

ワ
ー
ル
ド
メ
イ
ト

神
墨
教
団
「
ワ
ー
ル
ド
メ
イ

ト
」
（
深
見
東
州
教
祖
、
本
部
l

束
京
都
杉
並
区
）
は
、
芦
唇
市
茶

匿
之
町
に
関
西
支
部
の
あ
る
日
〖

西
ワ
ー
ル
ド
メ
イ
ト
会
鱚
」
を
青

す
る
が
、
兵
庫
只
南
部
地
震
の
被

苔
を
免
れ
た
。

周
辺
の
住
宅
が
大
き
な
被
苔
に

ぁ

r、会
鱚
の
建
物
は
無
事
。

ま
た
、
会
鱒
に
あ
る
檸
欝
も
罵
事

面
切
心
と
も
ど
も
ク

兵
庫
県
南
部
地
震． 
第
四
報

に
の
た
く
っ
て
い
る
現
塀
の
す
ぐ

近
く
。周辺
は
高
台
の
閑
叩
な
住
宅
街

,．ー

で
、
土
塀
や
プ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
娘

が
自
立
つ
。
築
後
二
十
七
年
の
M

O
A西
宮
の
建
物
は
、

一
階
の
自

然
食
品
の
売
店
、
紐
車
塀
が
そ
っ

.• 9]-l

vり押し
つ
ぷ
さ
れ
、
祖
璽
ニ

台
が
埋
も
れ
て
い
る
。
地
裟
の
時
、

-

>

ら
え
る
活
動
を
展
開
し
た
い
。
物
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
必
要
品
の
搬
出
を

だ
け
で
な
く
籾
神
的
は
支
援
が
必
終
え
た
。

要
だ
と
思
う
」
と
活
動
方
針
を
話
対
策
本
部
享
務
局
の
ま
と
め
に

し

た

。

よ

る

と

、
建
物
の
倒
域
が
激
し
か

支
援
推
進

蒜
紐
娼
さ
ら
に
募
金
活
動
を
展
開
い
"
"
]
国
い
闘
[
い
[

□い
鱈
"

リ
ー
ト
三
階
建
て
の
一
階
部
分
が
影
笞
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

M
O
A

分
け
、
輸
送
作
業
な
ど
ポ
ラ
ン
テ
漬
れ
た
M
O
A西
宮
（
西
宮
市
城
宝
塚
（
宝
塚
市
南
口）

は
敷
地
内

ィ
ア
活
動
に
従
事
し
て
い
る
。
山
）
を
除
い
て
、
比
較
的
軽
微
だ
に
亀
裂
が
走
っ
た。

M
O
A
明
石

事
務
局
の
副
京
任
者

・
中
本
正
っ
た
。

（
明
石
市
朝
霧
北
町
）
は
天
井
の

則
総
務
次
長
は

「
メ
ン
バ
ー
が

亡

被

災

し

た
M
O
A酉
宮
は
、
阪
表
面
が
剥
落
し、
M
O
A
尼
崎
（
尼

く
な
っ
た
こ
と
は
非
常
に
つ
ら
い
急
神
戸
線
の
西
宮
北
ロ

・̀
夙
川
問
崎
市
七
松
町
）
は
ド
ア
の
開
閉
が

が
、
み
ん
な
で
励
ま
し
合
い
、
被
で
高
架
線
が
崩
れ
落
ち
、
五
十
店
し
に
く
く
な
っ
た
程
度
だ
と
い

災
者
に
力
強
く
立
ち
上
が
っ
て
も
に
わ
た
っ
て
レ
ー
ル
が
蛇
の
よ
う
ぅ
゜

..

..
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到
苦
後
は
日
本
赤
十
字
社
と
連
絡

を
と
り
、
救
援
物
資
の
輸
送
に
陣

頭
指
揮
を
執
っ
た
。

さ
ら
に
ス
タ
ッ
フ
五
十
人
、
会

員
の
医
師
二
人
へ
呑
護
婦
二
人
を

ナ
九
日
に
現
地
へ
派
遺
。
大
阪
方

面
の
支
部
か
ら
会
員
の
援
助
を
受

け
て
、
お
に
ぎ
り
の
炊
き
出
し
を

行
な
い
、
救
盪
物
賢
と
し
て
布
団

・
三
希
三
百
人
分
、
水
―
―
ナ
、
米

盲
人
救
援
ヘ

怒
彦

さ

兵
庫
区
の
南
禅
寺
派
福
厳
寺
で
は
、
伽
藍

は
傾
い
て
、
本
堂
は
使
用
不
能
に
な
っ
た

j
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v
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珍

篠

慈し

恕
済
鴛

ク

だ
っ
た
。
奄
灯
に
も
異
常
は
な
か

っ
た
た
め
、
被
災
し
た
住
民
の
避

難
場
所
に
な
り
、
地
縦
発
生
の
十

七
日
は
三
十
人
ほ
ど
が
泊
ま
っ

た。深
見
教
祖
ら
は
甚
大
な
被
害
へ

の
対
応
を
同
日
深
夜
に
協
議
。
十

八
日
早
朝
に
は
救
援
物
資
を
積
ん

だ
ト
ラ
ッ
ク
三
台
と
と
も
に
、
慄

.
、

へ

向

か
っ
た
。

涎

ー、．．．
．．
．．
 

五
百
記
、
仮
設
ト
イ
レ
八
十
八
台
、

発
電
機
士

二
台
、
灯
光
機
二
十
台

な
ど
を
運
ん
だ
。

-

物
資
の
費
用
は
全
国
の
会
員
へ

呼
び
掛
け
て
集
め
た
救
援
基
金
か

ら
支
払
わ
れ
る
。

一

白
人
福
祉
に
力
を
注
い
で
き
た
―

ワ
ー
ル
ド
メ
イ
ト
は
ま
た
、
被
災
一

し
た
盲
人
の
飲
盪
な
ど
も
喰
討
ン

て
い
る
。

沈



彗
埠
池
田
名
誉
会
長
が
謝
辞

青
年
部
数
万
が
賛
砂
へ

到若した救援物資を搬入する青年部
メンバー（西宮市・西宮池田講堂）

死
者
・
行
方
不
明
者
が
五
千
人

を
超
え
る
大
災
害
と
な
っ
た
兵
血

県
南
部
地
霙
で
、
創
価
学
会
（
秋

谷
栄
之
助
会
長
）
で
は
十
七
日
の

地
腐
発
生
直
後
に
、
関
西
文
化
会

館
（
大
阪
市
天
王
寺
区
）
に

E匹

西
災
害
対
策
本
部
」
（
本
部
長
11

て
を
変
毒
為
薬
し
て
行
こ
う
よ
」
と

西
口
良
三
関
西
民
）
を
設
腟
、
ま

た
農
の
創
価
学
会
本
部
に
も
秋

谷
会
長
を
本
部
長
、
森
田

一
哉
理

事
長
ら
を
副
本
部
長
と
す
る
「
災

害
対
策
本
部
」
を
設
け
、
被
災
者

の
救
援
活
動
に
全
力
で
取
り
組
む

と
と
も
に
、
西
口
関
西
長
ら
関
西

創
価
学
会
で
は
二
十

一
日
夕
、
見
舞
い
申
し
上
げ
た
い
。

池
田
大
作
名
営
会
炭
、
秋
谷
会
長
②
支
援
し
て
下
さ
っ
た
関
西
を

を
は
じ
め
森
田
理
享
長
、
各
副
会
は
じ
め
全
国
の
同
志
の
皆
さ
ま
、

長
、
婦
人
部

・
宵
年
部
の
代
表
の
ま
た
災
害
対
策
本
部
の
方
々
に
深

出
席
の
も
と
、
最
高
協
議
会
を
束
く
惑
謝
甲
し
上
げ
た
い
。

京
都
内
で
開
他
し
、
席
上
、
池
田
③
学
会
員
の
迅
速
で
懸
命
な
行

名
哲
会
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
動
に
、
多
く
の
人
々
か
ら
絶
賓
の

た

。

声

が

寄

せ

ら

れ

て

い

る

。

「

本

当

①
改
め
て
兵
血
堕
南
部
地
霞
で
に
t
J
苦
労
さ
ま
で
す
。
本
当
に
あ

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
、
心
か
ら
り
が
と
う
」
と
重
ね
て
申
し
上
げ

お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
た
い
。
披
た
い
。

災
さ
れ
た
方
々
に
、
衷
心
よ
り
お
④
特
に
数
万
人
の
古
年
部
が
衷

の
幹
部
が
被
災
地
へ
入
り
、
「
大

悪
起
こ
れ
ぱ
大
善
き
た
る
」
と
の

御
宙
の
金
言
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

す

ペ
て
変
磁
為
薬
と
し
て
い
こ
う

と
、
激
励
を
続
け
て
い
る
。

兵
血
県
内
で
は
、
神
戸
市
の
瀾

文
化
会
館
（
渕
区
）
、
神
戸
睛
棠

（東
灘
区
）、

長
田
文
化
会
館
（長

田
区
）
を
は
じ
め
酉
宮
市
の
西
宮

池
田
謡
堂
、
尼
崎
市
の
尼
崎
池
田

文
化
会
館
な
ど
各
地
の
創
価
学
会

の
会
館
が
、
被
災
し
た
近
隣
住
民

の
避
難
所
や
救
扱
・
医
療
活
動
の

拠
点
と
し
て
提
供
さ
れ
た
。

信
仰

す
る
宗
派
・
教
団
や
、
ま
た
信
仰

の
有
無
を
問
わ
ず
、

思
想
・
信
條

を
超
え
て
多
く
の
被
災
者
が
こ
れ

ら
の
会
舘
に
避
難
し
、
互
い
に
励

ま
し
合
い
な
が
ら
生
活
を
送
っ
て

い
る
。盟
の
創
価
学
会
本
部
の
「
災

笞
対
策
本
部
」
で
は
十
八
日
、
森

133修
平
ド
ク
タ
ー
部
長
を
中
心
と

す
る
ド
ク
タ
ー
部
（
医
師
）
の
メ

ン
バ
ー
約
百
―
―
-
＋
人
、
お
よ
ぴ
白

樺
会

・
グ
ル
ー
プ
（
呑
談
婦
）
の

メ
ン
バ
ー
約
三
百
五
十
人
か
ら
な

食
を
忘
れ
て
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
海
外
の
マ

ス
コ
ミ
を
は
じ
め
内
外
と
も
に
瞑

目
す
る
そ
の
活
躍
に
、
心
か
ら
称

贅
を
送
り
た
い
。

⑤
な
お
兵
庫
の
全
会
館
は
什
器

や
備
品
に
多
少
の
被
害
は
あ
っ
た

も
の
の
、
す
べ
て
無
享
で
あ
る
。

⑥
幹
部
の
皆
さ
ま
に
は
こ
れ
か

ら
も
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し

温
か
な
、
で
き
る
限
り
の
扱
助
を

お
願
い
し
た
い
。
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戦
後
最
大
の
被
雹
を
も
た
ら
し

た
兵
庫
県
南
部
地
定
は
、
各
国
で

も
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
大
き

く
報
遊
さ
れ
て
い
る
。

創
価
学
会
本
部
に
は
、
世
界
各

国
の
S
G
I
（
創
価
学
会
イ
ン
タ

ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
か
ら
励
ま
し
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
続
々
と
屈
け
ら
れ

た。
「昨
年
、
S
G
I研
修
で
関
西

を
訪
れ
た
イ
タ
リ
ア
の
多
く
の
メ

ン
バ
ー
が

『
常
筋
関
西
』
の
皆
さ

ま
の
真
心
か
ら
の
歓
迎
を
受
け
ま

し
た
。
そ
れ
は
メ
ン
バ
ー
の
ぷ
{

涯
の
宝
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一

日
も
早
く
再
廷
さ
れ
、
再
び
不
死

馬
の
こ
と
く

『
常
膀
関
西
』
が
輝

く
こ
と
を
心
か
ら
祈
っ
て
い
ま

す
」
（
イ
タ
リ
ア
S
G
I
)

「
昨
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
地
緩

か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
。
ア
メ
リ
カ

の
同
志
は
心
を
痛
め
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
い
復
興
を
祈
っ
て
い
ま

す
」
（
ア
メ
リ
カ
S
G
I
)

「
決
し
て
負
け
な
い
品
器
魂
ク

を
遺
憾
な
く
発
輝
し
、
変
森
為
薬

さ
れ
ん
こ
と
を
踊
信
し
て
い
ま

す
」
（
斡
国
S
G
I
)

ま
た
同
本
部
に
は
連
日
、
世
界

の
識
者
か
ら
多
数
の
お
兄
舞
い
と

励
ま
し
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

メンパーの手により被災者に温かい豚汁が
ふるまわれた（西宮市・西宮池田蹟蛍） 「

今
回
の
関
西
方
面
の
地
袈
災

害
に
対
し
て
、
皆
さ
ま
に
心
よ
り

お
兄
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
」
（
ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
元
ソ
連
大
統
領
）

「私
ど
も
は
被
災
さ
れ
た
方
々

が
、
強
靱
さ
と
信
仰
で
必
ず
や
こ

の
厳
し
い
災
雛
を
乗
り
越
え
ら
れ

ま
す
こ
と
を
確
ぽ
し
て
お
り
ま

す
」
（
プ
ラ
ジ
ル
の
音
楽
家
、
ア

マ
ラ
ウ

・
ビ
エ
イ
ラ
夫
要
）

「
目
的
に
対
す
る
哀
摯
さ
と
勤

創価学会

「す
べ 頂

心
赴

•

}
．

J

ふ
いi
i
i.

i

韮
口'

き

力
忍
i

』

ii 

料
水
＾
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）
二
十

創
価
学
会
で
は
十
七
日
の
地
笈

発
生
後
、
大
阪
に
い
ち
早
く
「
災

笞
対
策
本
部
」
を
設
誼
。
大
阪
の

メ
ン
バ
ー
ら
は
そ
の
日
に
高
速
艇

で
被
災
地
の
淡
路
島
へ
駆
け
つ
け

る
と
共
に
、
オ
ー
ト
バ
イ
や
自
転

車
で
続
々
と
神
戸
方
面
の
被
災
地

へ
入
っ
た
。
ま
た
各
地
で
「
救
急

医

療

」
が
結
成
さ
れ
、
束
京
か

ら
も
森
田
ド
ク
タ
ー
部
長
ら
が
現

地
入
り
し
た
。

束
京
か
ら
の
救
急
医
釈
班
が
到

若
し
た
と
き
、
す
で
に
関
西
を
中

心
に
各
地
の
ド
ク
タ
ー
部
、
白
樺
長
は
、
創
価
学
会
の
医
療
班
の
手

会
・
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
被
当
て
を
受
け
た
人
か
ら
は
、「
学

災
現
場
や
避
難
所
で
懸
命
の
冶
療
会
空
力
の
応
援
は
ど
こ
よ
り
も
早

活
勁
を
行
な
っ
て
い
た
。
か
っ
た
。
ま
た
哀
剣
で
し
た
。
不

匹
宮
池
田
購
堂
（
西
宮
市
）
に
安
が
い
っ
ば
い
の
中
で
本
当
に
あ

入
っ
た
森
田
ド
ク
タ
ー
部
長
は
、
り
が
た
か
っ
た
。
心
か
ら
惑
謝
し

「
大
変
で
し
た
ね
。
万
全
を
尽
く
ま
す
」
と
い
っ
た
声
が
相
次
い
で

し
ま
す
か
ら
」
と
、
す
ぐ
さ
ま
怪
聞
か
れ
た
と
い
う
。

我
を
し
た
人
々
の
冶
療
に
当
た
「
一
刻
も
早
く
、
一
人
で
も
多

る
。
「
大
丈
夫
で
す
。
元
気
を
出

＇
く
の
人
に
救
助
の
手
を
」
と
の
思

し
て
く
だ
さ
い
」
。
ド
ク
タ
ー
部
い
が
、
メ
ン
バ
ー
一
人
々
々
の
胸

長
の
励
ま
し
で
被
災
者
の
額
に
笑
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ
ろ

顔
が
戻
っ
た
。
森
田
ド
ク
タ
ー
部
う
。
采
敢
、
迅
速
、
有
効
は
学
会

迅
速
な
救
援
活
動
に
称
賛
の
声

「
学
会
が
最
初
に
動
い
た
」

の
災
害
救
援
活
動
の
数
十
年
来
の

伝
統
で
あ
り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

蓄
欝
、
い
ざ
と
い
う
と
き
も
の

を
い
う
。

約
六
百
人
の
住
民
が
避
難
し
て

い
る
西
宮
池
田
講
堂
。
大
阪
、
束

京
な
ど
各
地
か
ら
駆
け
つ
け
た
賓

年
部
メ
ン
バ
ー
ら
に
よ
る
ク
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
隊
ク
が
、
続
々
と
到
苦

す
る
救
援
物
資
を
手
際
よ
く
臨
内

に
運
び
入
れ
る
。

同
謡
幽
で
二
十
日
夕
、
避
難
者

に
温
か
い
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ

た
。
冷
た
い
食
ぺ
物
が
続
い
て
体

闘
を
崩
し
た
被
災
者
か
ら
、
“
温

か
い
食
ぺ
物
を
ク
と
の
声
が
上
が

っ
た
の
を
受
け
、
名
古
厖
の
メ
ン

バ
ー
が
材
料
を
携
え
て
同
睛
堂
へ

急
行
、
さ
っ
そ
く
濶
理
し
た
も
の

だ
。
豚
汁
は
近
隣
の
小
・
中
学
校

な
ど
の
避
難
所
に
も
配
ら
れ
、「お

い
し
い
」
と
箸
を
す
す
め
る
子
供

た
ち
の
頬
が
綾
ん
だ
。

創
価
学
会
の
目
を
見
張
る
よ
う

な
救
扱
活
動
に
国
内
外
か
ら
称
笈

の
声
が
寄
せ
ら
れ
る

一
方
、
指
摘

さ
れ
て
い
る
の
が
政
府
の
対
応
の

遅
さ
で
、
巷
間
で
は

「最
初
に
動

い
た
の
が
創
価
学
会
。
次
に
海
外

か
ら
の
救
助
隊
、
最
後
に
政
府
」

と
の
声
も
閲
か
れ
る
ほ
ど
。

ま
た
地
震
発
生
後
、
三
日
目
に

し
て
よ
う
や
く
現
地
を
視
察
し
た

村
山
京
市
首
相
は
、
後
ろ
手
を
組

ん
で
被
災
者
を
兄
舞
う
な
ど
、
一

国
の
首
相
に
あ
る
ま
じ
き
無
神
経

桓
ま
り
な
い
態
度
に
国
民
か
ら
非

難
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
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